
第
十
二
巷
．
　
研
　
究
　
　
縣
眼
貿
易
の
渡
展
に
つ
音
て
（
上
）

　
薫
り
に
本
論
文
を
草
す
る
に
想
う
文
學
士
伏
見
義
夫
氏

の
所
説
（
註
八
）
を
褒
看
し
た
所
が
多
い
Q
記
し
て
域
謝
の
意

を
表
す
る
。
（
一
九
二
六
。
＋
一
．
ご
七
）

駐
聞
　
歳
由
［
次
郎
　
生
駒
肉
　
腿
蕉
鵡
二
一
　
地
球
　
第
山
ハ
雀
蟷
π
二
…
観
　
大

　
　
正
十
五
年
三
月
圃
H

躰
冒
四
　
南
遊
紀
行
巷
之
上
「
山
城
…
河
内
和
泉
紀
偉
大
和
す
べ
て
五
贈
の

　
　
内
端
來
の
み
ち
す
ぢ
た
寵
す
　
元
籐
二
年
京
よ
り
南
方
に
一
9
か
ん

　
　
亡
て
二
月
十
口
東
痢
院
の
含
為
出
」

三
三
　
古
事
説
朝
倉
宮
上
巷
　
引
田
一
士
一
子
歌
　
久
佐
迦
延
能
俳
理

　
　
嬉
能
霊
知
須
波
一
畳
知
一
団
二
佐
加
↑
理
毘
登
楽
舞
志
岐
呂
伽
灘

漫
画
　
萬
葉
集
巷
四
　
草
三
二
之
入
江
二
二
食
蕨
鶴
乃
痛
多
豆
多
頭
思

　
　
友
無
二
指
天

第
一
號

五
山
ハ
　
　
　
（
五
山
ハ
）

設
匹
　
日
本
書
紀
巷
第
三
　
遡
流
而
上
勝
至
河
内
國
草
香
邑
膏
雲
白
眉

　
　
之
津
（
申
略
）
却
至
草
香
津
植
暦
両
爲
雄
酷
二
二
改
號
奨
湾
日
盾
津

　
　
今
云
蓼
津
二
子

註
六
　
古
事
記
白
椿
原
宮
上
巷
　
故
從
七
山
上
行
之
整
経
浪
遽
之
渡
而

　
　
泊
膏
翻
慶
営
之
白
肩
津
燕
疇
登
美
能
那
賀
須
泥
毘
宵
一
軍
待
向
以
職
爾

　
　
取
所
入
御
船
之
楯
而
下
立
三
論
其
沼
湖
楯
二
項
今
者
云
日
下
之
蓼

　
　
津
也

註
七
　
古
羅
鴇
　
朝
愈
二
上
巷
’
初
大
后
坐
瓶
下
之
畔
自
H
下
之
直
越

　
　
叢
幸
行
河
内
　
萬
葉
集
谷
六
　
直
読
乃
此
径
爾
師
亘
押
照
哉
難
波
、

　
　
乃
海
別
名
附
塚
良
恩
裳

註
A
　
伏
見
義
夫
　
淀
川
の
河
電
の
礎
纒
　
歴
更
定
量
理
　
第
十
三
巷

　
　
第
一
號
　
大
正
十
三
年
一
潟
　
同
氏
　
卒
業
論
丈
（
原
稿
）

騒
瞬
貿
易
の
嚢
展
に
つ
斗
」

て

（上）

丈
學
博
士

三

旨㌦
鷲

周

行

　
　
　
　
陶
　
栢
原
氏
の
時
代
塵
分
批
鯛

足
利
無
代
に
日
明
間
の
外
交
に
託
し
て
行
は
れ
た
貿
易

の
登
展
を
叙
す
る
に
當
っ
て
、
私
は
こ
れ
を
三
期
に
轟
分

す
る
を
例
ご
し
て
居
る
。
第
一
期
は
義
満
の
時
代
で
あ
っ



で
鷹
永
翌
年
に
第
一
回
の
遣
明
船
を
出
し
て
か
ら
｝
同
十

一
年
に
永
樂
條
約
が
成
立
し
て
其
實
施
を
見
た
期
間
で
あ

る
。
第
二
期
は
義
激
義
政
の
時
代
で
あ
っ
て
、
永
享
四
年

の
外
交
復
奮
か
ら
、
同
六
年
に
宣
徳
條
約
が
出
來
上
っ
て

そ
れ
に
写
る
こ
ご
、
な
り
、
竜
燈
三
年
の
遣
使
に
至
る
迄

の
期
聞
で
あ
る
。
第
三
期
は
同
じ
く
義
政
の
時
代
で
は
あ

っ
た
が
、
寛
正
⊥
ハ
年
か
ら
始
あ
て
天
文
十
六
年
占
明
堺
交

の
絡
局
を
告
げ
た
迄
の
豊
野
で
あ
る
Q
篤

　
騰
勢
足
利
幕
府
の
甥
明
貿
易
の
時
代
別
を
試
み
た
入
に

栢
原
昌
三
氏
が
あ
る
。
氏
は
吏
學
雑
誌
第
二
十
五
編
及
び

埋
樋
二
十
山
即
興
に
亙
っ
て
「
日
明
勘
A
P
留
ハ
易
に
於
け
る
細

川
大
内
二
氏
の
抗
箏
」
な
る
長
編
の
研
究
を
登
表
さ
れ
た

が
、
｛
野
中
に
・
平
乗
子
六
年
か
ら
天
交
十
・
ム
胃
壁
蓮
を
上
期
ご
下

期
ご
の
二
大
時
期
に
別
け
て
、
永
享
六
年
か
ら
雲
脚
三
年

迄
を
上
期
8
し
、
寛
正
六
年
か
ら
天
文
十
六
年
迄
を
下
期

ご
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
愛
重
も
な
る
根
糠
は
、
上
期
が

寺
院
の
経
警
に
溢
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
貿
易
の
隆
盛
時
代

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
目
明
貿
易
の
磯
展
に
つ
告
て
（
上
）

で
あ
っ
て
、
下
期
は
細
川
大
内
二
氏
の
壇
優
に
賑
し
た
貿

易
衰
退
の
時
代
で
あ
る
ε
い
ふ
黙
に
あ
る
。
此
時
代
別
に

足
利
幕
府
外
交
貿
易
の
開
始
期
た
る
義
満
の
時
代
の
没
却

さ
れ
て
居
る
の
は
、
足
利
時
代
の
貿
易
吏
の
時
代
別
こ
し

て
は
確
か
に
一
敏
隔
ご
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
が
、
假
り

に
永
享
以
後
の
時
代
別
ご
し
て
も
、
こ
れ
を
二
期
に
分
け

る
こ
ご
に
一
致
が
出
家
て
も
其
匠
分
．
の
根
本
理
由
に
つ
い

て
は
大
に
異
議
の
あ
る
を
免
れ
ぬ
。

　
氏
の
槻
察
で
は
所
謂
上
期
の
日
明
貿
易
は
寺
院
の
興
隆

の
爲
め
に
浮
財
を
得
る
が
其
臣
的
で
あ
っ
て
、
寺
院
の
経

螢
で
あ
る
ざ
の
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
果
し
て
根
擦
の
あ

る
見
方
で
あ
ら
う
か
。
氏
に
從
へ
ば
、
永
享
四
年
に
勘
合

貿
易
船
の
轟
興
し
て
か
ら
聖
徳
三
年
の
航
海
に
至
る
蓬
の

勘
合
貿
易
船
は
、
幕
府
の
允
許
を
以
て
、
幕
府
ビ
特
殊
の

關
係
あ
る
醗
醐
寺
及
び
近
畿
の
要
港
た
る
兵
庫
港
の
領
主

興
騙
寺
大
乗
院
及
び
勘
合
貿
易
に
歴
吏
的
勢
力
を
有
し
た

天
龍
黒
具
の
浄
財
を
得
る
を
名
分
ビ
し
て
獲
遣
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
七
　
　
（
五
七
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
究
　
　
源
明
貿
易
の
嚢
展
に
ウ
き
て
（
上
）

．
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ご
共
に
航
海
し
だ
幕
府
、
細
規
、
大

内
、
山
名
、
大
友
氏
等
の
貿
易
船
は
、
名
分
上
類
船
ご
し

て
、
本
船
た
る
寺
院
船
に
附
落
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
寛

正
六
年
の
渡
航
か
ら
は
、
專
ら
細
川
、
大
内
二
氏
の
三
鷹

こ
な
っ
て
、
將
軍
は
相
國
寺
の
寄
進
を
宣
言
し
て
も
毫
も

其
…
継
．
威
が
な
か
っ
た
、
而
か
も
其
・
細
川
氏
さ
へ
時
に
贋
、
隆

寺
寄
…
進
船
ε
い
ふ
室
名
を
聡
へ
大
内
氏
も
亦
そ
れ
に
聾
し

て
、
田
野
瀟
寺
寄
…
進
船
ご
の
塞
名
を
標
榜
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
だ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
・

　
里
勝
見
方
の
野
営
を
判
定
す
る
に
は
、
永
享
賛
徳
間
の

日
明
貿
易
が
氏
の
言
ふ
が
・
如
く
、
幕
府
の
鯖
依
深
き
寺
院

経
讐
の
費
を
得
る
爲
め
で
あ
っ
た
か
如
何
か
を
考
察
せ
な

け
れ
ば
な
ら
澱
。
永
宵
子
四
年
の
十
一
一
一
魔
寺
の
中
に
は
造
螢

の
資
を
得
る
冒
的
で
あ
っ
た
ご
書
か
れ
て
居
る
も
の
は
一

つ
も
見
當
ら
蹟
。
只
永
享
六
年
の
魁
寺
今
を
記
し
た
も
の

の
中
に
三
里
院
丈
は
満
濟
自
身
當
寺
造
馨
の
爲
め
ご
い
っ

て
居
る
か
ら
、
其
黙
は
腹
黒
な
か
ら
う
け
れ
こ
も
ム
⊥
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
入
　
　
（
五
入
）

の
参
加
寺
院
こ
し
て
の
大
乗
院
に
は
其
事
が
見
え
て
居
ら

澱
。
次
に
寳
徳
三
年
の
遣
明
船
は
胤
寺
の
数
が
是
迄
に
な

く
多
か
っ
た
け
れ
ざ
も
、
其
造
幣
の
爲
め
ご
明
記
さ
れ
て

居
る
も
の
は
、
、
只
一
つ
、
九
州
探
題
の
四
撃
茎
が
聖
編
寺

造
讐
の
堅
め
ご
あ
る
丈
で
あ
っ
て
、
他
は
何
等
こ
れ
に
言

及
さ
れ
て
居
る
も
の
が
な
い
。
然
ら
ば
何
を
以
て
是
等
の

励
寺
が
悉
く
造
螢
費
を
得
る
の
目
的
で
あ
っ
た
ご
言
ひ
得

ら
れ
や
う
。
も
ご
よ
蔭
岡
寺
．
船
を
出
す
目
的
は
牧
盆
を
隅

的
こ
す
る
に
あ
っ
た
こ
ご
自
明
の
理
で
あ
っ
て
、
必
要
が

あ
ら
ば
其
建
築
餐
に
も
充
て
ら
れ
た
事
で
は
あ
ら
う
が
、

塞
煎
就
寺
の
す
ざ
て
が
悉
く
造
讐
資
金
を
得
る
の
昌
的
で

あ
っ
た
こ
認
む
べ
き
根
曳
は
頗
る
竃
場
で
あ
る
。
思
ふ
に

氏
が
解
く
の
如
き
断
定
を
下
さ
れ
た
の
は
、
暦
慮
四
年
に

天
龍
寺
造
螢
の
経
費
を
得
る
の
昌
的
を
以
て
足
利
直
義
に

依
っ
て
元
へ
渡
航
を
命
ぜ
ら
れ
た
天
瀧
優
賞
が
先
入
生
こ

な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
永
享
以
辱
め
遣
朋
船
も
亦
其
天

美
寺
船
の
延
長
で
あ
る
ご
看
微
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

甜



そ
れ
に
は
實
際
永
享
以
後
に
於
て
も
、
寺
院
の
造
螢
費
を

得
る
目
的
で
船
を
出
し
た
も
の
、
二
三
の
あ
っ
た
事
や
、

又
寳
徳
三
年
の
遣
明
船
十
艘
の
内
で
天
龍
寺
が
三
艘
迄
も

出
し
て
居
る
事
も
思
合
は
さ
れ
淀
で
め
ら
う
◎
併
し
乍
ら

暦
癒
の
天
龍
寺
舩
は
明
に
あ
っ
て
慧
、
全
く
｝
般
の
私
貿

易
こ
し
℃
取
扱
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
我
國
で
こ
そ
幕

府
が
特
殊
の
保
護
を
加
へ
て
居
π
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
は
國

内
問
題
に
止
っ
た
か
ら
、
將
軍
の
名
に
猛
て
行
は
れ
た
慮

永
八
年
以
後
の
遣
明
船
ε
は
公
私
の
別
を
始
め
、
其
本
質

上
に
多
大
の
穫
庭
が
あ
っ
て
、
決
し
て
同
一
幌
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
。
故
に
天
龍
庫
船
の
名
に
繁
れ
雛
型
を
混
同

し
て
慮
永
以
後
の
遣
噴
船
が
暦
癒
の
天
龍
震
旦
の
如
く
寺

院
の
浮
財
を
得
る
を
名
分
こ
し
元
ピ
見
る
の
は
全
く
許
す

べ
か
ら
ざ
る
誤
解
で
あ
る
。
氏
は
永
享
四
年
の
遣
明
船
の

正
使
が
天
龍
寺
の
儒
道
淵
ε
あ
っ
た
事
を
以
て
天
龍
寺
の

歴
史
的
勢
力
を
回
顧
せ
ざ
る
能
は
す
ビ
い
は
れ
て
居
る
が

然
ら
ば
其
次
の
永
享
六
年
の
使
が
相
身
魂
の
墨
蹟
で
あ
っ

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
、
究
　
　
日
朋
貿
易
の
嚢
展
に
つ
き
て
（
上
）

た
こ
ご
は
何
ご
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
尤
も
馬
丁
の
寳

徳
三
年
の
遣
明
船
に
は
天
龍
寺
の
允
膨
が
正
使
こ
な
り
同

じ
く
貞
郡
聞
が
綱
司
ご
な
り
、
又
増
産
聞
が
天
龍
回
船
な

る
三
號
船
の
居
座
ε
な
っ
て
居
た
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
は
前

に
も
説
い
た
如
く
、
天
龍
寺
が
三
艘
迄
も
船
を
出
し
て
居

た
廃
藩
上
、
寧
ろ
主
命
の
事
こ
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

而
か
も
更
に
其
次
の
寛
正
六
年
の
遣
明
船
に
至
る
ご
、
幕

府
は
信
濃
か
ら
態
、
重
織
寺
の
馬
取
を
講
じ
て
「
時
建
仁
寺

の
灘
居
庵
に
住
せ
し
め
だ
後
、
改
め
て
正
使
に
任
命
し
、

南
灘
寺
の
桂
庵
を
以
て
其
副
使
ご
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く

五
山
の
糖
質
か
ら
正
使
爾
使
を
選
任
し
た
の
は
、
元
以
來

相
互
に
照
す
る
も
の
に
灘
宗
の
僧
侶
を
以
て
す
る
彼
我
外

交
の
慣
例
に
依
っ
た
の
こ
、
又
京
都
の
五
山
ご
幕
府
こ
の

間
に
密
接
の
野
宴
が
あ
っ
た
か
ら
の
事
で
、
斯
く
地
方
か

ら
扱
擁
し
た
僧
侶
で
あ
っ
て
も
正
式
の
征
命
は
】
旦
五
山

の
何
れ
か
に
住
持
さ
せ
る
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

以
て
観
、
て
も
、
決
し
て
【
天
瀧
寺
に
偏
し
た
課
で
な
か
つ

第
山
號

五
九
　
（
五
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
日
舅
貿
易
の
嚢
展
に
つ
き
て
（
上
）
、

た
こ
ご
が
知
れ
や
う
。
而
し
て
其
選
任
に
つ
い
て
、
永
享

四
年
の
邉
明
船
の
場
合
は
要
言
の
三
階
院
満
濟
に
委
ね
ら

れ
、
三
寳
院
も
其
墾
懸
者
の
随
一
で
あ
っ
た
が
、
天
龍
寺

の
如
き
は
墾
加
の
有
無
さ
へ
鋼
っ
て
居
ら
ぬ
。
労
當
時
の

正
使
が
天
溌
寺
の
僑
で
あ
っ
た
ご
し
て
も
そ
れ
は
偶
然
の

事
で
、
深
き
意
昧
は
な
か
つ
π
ら
う
Q

　
次
に
寺
院
船
（
實
獄
証
寺
船
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
）
の

数
か
ら
い
っ
て
も
永
享
四
年
は
十
三
趾
寺
の
聯
合
毘
資
で

僅
に
船
一
艘
を
出
し
た
に
過
ぎ
澱
。
こ
れ
を
大
名
船
の
一

人
に
し
て
一
算
を
出
し
た
う
、
叉
五
人
に
し
て
一
艘
を
出

し
た
り
し
た
も
の
に
比
べ
る
ざ
お
話
に
な
ら
澱
劣
勢
で
あ

る
。
栢
原
氏
は
欝
欝
の
数
に
於
て
、
大
名
船
が
寺
院
船
の

上
に
あ
っ
た
事
を
認
め
乍
ら
、
大
名
船
は
名
分
上
、
本
船

た
る
寺
院
船
に
附
厨
す
る
類
船
で
．
あ
っ
た
こ
主
張
さ
れ
て

居
る
が
そ
れ
は
何
を
根
糠
こ
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
氏
の

名
分
論
が
既
に
成
立
た
鍛
こ
す
れ
ば
、
此
上
論
ず
る
迄
も

あ
る
ま
い
が
、
恐
ら
く
此
親
察
は
寳
徳
三
年
の
遣
朋
船
の

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
「
號
　
　
　
　
山
ハ
（
）
　
　
（
六
〇
）

｝
號
か
ら
三
號
迄
が
皆
証
寺
の
も
の
で
あ
っ
て
、
四
三
以

下
に
大
名
船
の
あ
る
事
實
を
見
て
説
を
立
て
ら
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
然
ら
ば
永
享
四
年
の
遣
明
船
の
場
合
に
於
て
公

方
船
｝
艘
の
外
に
僅
一
艘
の
説
寺
の
寄
合
船
が
本
船
で
あ

っ
て
、
他
の
大
名
船
…
二
男
は
何
れ
も
皆
類
船
で
あ
っ
た
こ

す
る
ご
、
本
船
一
分
の
不
足
は
如
何
に
す
べ
き
で
あ
る
か

現
に
大
乗
院
の
如
き
は
明
ら
か
に
四
號
舩
に
加
へ
ら
れ
π

ご
あ
る
か
ら
、
本
船
の
外
ご
看
微
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で

は
な
い
か
。
こ
れ
を
要
す
る
に
永
享
か
ら
寳
徳
迄
を
叫
期

と
す
る
こ
ご
は
可
能
と
し
て
も
。
其
理
由
に
至
っ
て
は
別

に
求
む
る
こ
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
る
き
ム
い
。

　
　
　
　
二
　
時
代
逼
分
の
根
襟

　
足
利
幕
府
の
野
明
外
交
は
聖
な
る
牧
盆
の
望
め
に
始
め

ら
れ
た
一
種
の
貿
易
で
あ
っ
て
、
明
は
遠
海
、
冠
の
取
締
を

望
む
爲
め
に
、
経
濟
上
多
大
の
犠
牲
を
彿
っ
て
こ
れ
に
癒

じ
た
。
此
事
情
は
大
宮
前
後
に
依
っ
て
相
違
の
あ
ら
う
筈

は
な
い
が
、
銀
鱗
一
期
の
癒
永
年
間
ご
第
二
期
の
永
享
年



問
ご
の
問
に
は
（
第
一
）
前
者
が
牛
耳
條
約
に
依
り
、
後
者

が
宣
徳
條
約
に
依
っ
た
黙
に
於
て
前
後
の
時
期
を
劃
す
る

こ
ご
が
出
來
る
。
此
需
後
の
條
約
は
十
年
に
二
東
の
同
一

で
あ
る
丈
で
、
前
者
が
我
正
使
以
下
の
乗
員
を
二
百
人
ご

し
て
居
た
の
を
、
後
者
が
増
し
て
三
百
人
ど
し
、
船
隻
の

数
も
前
者
が
二
葉
を
限
っ
て
居
る
の
を
後
者
が
同
じ
く
三

艘
ご
し
た
貼
は
其
重
も
な
る
黒
革
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
我

要
求
に
聾
し
て
彼
れ
の
同
意
を
表
し
泥
も
の
ご
認
め
ら
る

る
が
、
（
第
二
）
渇
れ
は
更
に
雁
…
永
外
交
の
失
態
を
矯
正
す

る
の
方
針
を
以
て
外
交
儀
禮
に
つ
い
て
も
鍵
更
を
試
み
、

輕
微
乍
ら
明
使
の
接
待
に
つ
い
て
の
修
正
に
成
功
し
た
事

實
が
あ
る
。
（
第
三
）
前
者
は
所
謂
日
本
國
王
の
方
物
若
し

く
は
下
訳
品
の
中
に
縦
ひ
事
實
上
は
商
入
若
し
く
は
大
名

の
出
資
に
係
る
貨
物
が
あ
っ
た
ε
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
何

れ
も
表
面
義
満
の
遣
明
船
の
中
に
其
貨
物
こ
し
て
積
載
さ

れ
だ
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
後
者
に
至
っ
て
は
そ
れ
が
更

に
具
艦
化
し
て
終
業
こ
し
て
は
只
｝
隻
の
公
方
船
ご
構
す

第
十
二
巷
　
　
研
　
魔
　
　
日
明
貿
易
の
褒
展
に
つ
鉦
、
て
A
上
）

る
も
の
を
出
す
に
止
め
ら
れ
、
大
名
及
び
砒
寺
が
軍
濁
に

若
し
く
は
聯
合
し
て
船
一
瞬
若
し
く
は
数
艘
を
出
し
た
の

で
あ
る
。
濁
り
船
ば
か
り
で
は
な
く
、
貨
物
に
迄
も
及
ん

だ
こ
ε
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。
尤
も
そ
れ
ら
の
船
も
明

に
あ
っ
て
は
皆
日
本
國
王
の
船
と
な
り
、
又
其
貨
物
は
國

王
の
方
物
も
し
く
は
附
搭
品
こ
し
て
取
扱
は
れ
た
こ
は
い

ひ
乍
ぢ
、
繋
れ
に
あ
っ
て
は
確
か
に
前
者
ご
其
取
扱
を
異

に
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
而
し
て
寳
徳
三
年
の
遣
明
船
に

至
っ
て
は
、
公
方
船
は
一
嵩
に
な
り
、
只
魁
寺
船
ご
大
名

船
ご
が
あ
る
丈
こ
な
っ
た
。
、
こ
れ
こ
て
明
に
行
け
ば
魁
寺

船
も
大
名
船
も
皆
均
し
く
H
本
國
王
の
船
ご
看
微
さ
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
其
鷲
別
に
墾
つ
た
事
が
な
い
ば
か
り
か

從
來
こ
て
も
所
謂
公
方
船
ご
秘
す
る
も
の
で
も
、
將
軍
・
の

自
費
や
幕
府
の
経
費
の
み
を
以
て
船
舶
及
び
貨
物
を
調
達

し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
大
濠
名
義
上
の
も
の
で
あ

っ
か
事
は
前
後
に
依
っ
て
大
差
を
雨
乞
さ
澱
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
少
し
く
説
明
を
費
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
六
一
　
　
（
六
一
）



　
　
　
第
＋
二
二
　
研
究
　
蘇
珊
婁
易
の
嚢
展
に
ウ
毫
て
（
占

　
満
…
濟
准
・
居
旧
日
記
・
永
雷
子
山
口
年
二
月
二
十
五
汐
井
㎜
に

　
兵
庫
事
、
可
被
仰
付
赤
松
播
磨
守
鰍
、
但
男
振
相
尋
管
領
之
由

　
被
仰
患
、
其
手
細
ハ
唐
船
糎
米
並
公
方
様
渡
御
煩
以
下
事
ハ
爲

　
洛
中
土
鷺
約
可
致
其
沙
汰
之
儀
無
子
細
云
々
、
但
諸
土
識
者
共

　
同
不
置
豊
富
聴
器
鷹
考
、
只
今
沙
汰
辞
儀
、
定
後
々
無
心
元
怖

　
畏
郵
相
鮨
鮎
、
然
者
尤
不
便
二
思
食
也
、
如
何
云
々
、

　
ご
あ
る
の
を
栢
原
氏
は
解
し
て
唐
船
隠
米
ご
は
呼
時
兵

庫
港
に
碇
泊
し
た
明
使
雷
子
等
使
飾
六
艘
の
糎
米
で
あ
り
、

公
方
様
渡
御
煩
以
下
事
ご
は
明
使
の
蹄
國
を
邊
っ
て
渡
航

さ
せ
ら
る
、
欝
禮
船
印
ち
幕
府
貿
易
船
の
費
を
洛
中
の
土

倉
鳶
註
せ
ん
こ
す
る
を
云
ふ
の
で
あ
る
こ
い
は
れ
た
。
併

し
乍
ら
當
時
我
遣
明
船
の
事
を
「
般
に
唐
船
ご
諾
し
て
居

っ
た
の
は
幾
多
の
例
謹
を
墨
ぐ
る
迄
も
な
い
事
で
あ
る
が

癒
永
十
年
入
月
、
我
遣
明
船
の
兵
庫
に
蹄
着
し
た
持
義
満

の
行
い
て
見
性
時
の
事
を
吉
田
家
日
次
記
（
八
月
三
概
條
）
．

仁
「
麿
船
着
岸
之
間
、
爲
御
覧
云
々
、
件
唐
船
去
年
膚
日

本
被
遣
種
々
至
曾
於
異
朝
、
鉛
中
無
畏
無
爲
装
蹄
朝
希
有
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

　
　
　
　
粋
　
　
董
號
　
六
二
　
（
六
ご
V
、

歎
、
し
ご
あ
る
は
一
顧
も
明
白
に
こ
れ
を
立
誰
す
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
満
濟
准
后
臼
記
の
場
合
の
唐
船
も
亦
我
遣
萌
船

を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
継
馬
ご
は
兵
庫
を
露
で
、

明
へ
渡
航
す
る
聞
の
糧
食
の
事
ご
解
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
よ
う
も
奇
怪
な
の
は
公
方
返
送
御
詰
以
下
事
云
々
の

交
に
慣
し
て
明
に
封
ず
る
我
答
禮
船
の
経
費
ご
看
微
す
栢

原
氏
の
解
騨
で
あ
る
。
所
謂
公
方
提
は
言
ふ
迄
も
な
く
將

軍
義
激
の
事
で
あ
っ
て
、
渡
御
の
煩
ご
は
義
盗
が
何
所
か

に
串
行
ず
る
時
の
経
費
ご
解
す
る
の
外
な
か
ら
う
q
而
し

て
前
掲
満
幅
鎖
編
日
記
の
前
後
の
丈
を
黎
照
す
れ
ば
、
そ

れ
が
兵
庫
を
指
し
て
居
る
こ
ご
更
に
疑
を
容
れ
ぬ
。
遣
叩

船
を
見
物
に
兵
庫
に
下
向
す
る
の
は
欝
欝
ば
か
り
で
な
く

義
満
の
如
き
も
我
遣
明
船
が
海
上
悉
な
く
蹄
朝
し
て
兵
庫

に
着
い
た
時
は
京
都
か
ら
翼
々
兵
庫
に
出
向
い
て
其
船
を

見
て
居
る
。
癒
永
十
年
八
月
に
我
遣
明
船
が
開
使
の
船
ε

共
に
兵
庫
に
安
着
し
た
時
に
は
、
義
満
が
其
蟹
よ
く
族
行
に

同
難
し
た
彼
れ
の
女
の
喝
食
を
俘
っ
て
兵
庫
に
赴
い
た
。



魯

そ
れ
が
先
例
こ
な
っ
て
、
其
後
も
同
じ
場
合
に
は
態
々
丘
口

薬
に
出
懸
け
て
居
る
。
癒
永
十
四
年
（
七
月
）
の
如
き
は
彼

れ
は
裏
松
重
光
等
を
帯
同
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
が
彼
れ
ビ

し
て
は
最
後
の
見
物
で
あ
る
。
嚢
敏
が
義
満
に
倣
っ
て
明

ε
の
外
交
を
復
奮
し
た
場
合
、
遣
明
船
の
齢
朝
を
兵
庫
へ

撮
で
、
迎
へ
た
の
は
亦
一
に
義
満
に
倣
っ
た
も
の
に
外
な

ら
澱
。
然
ら
ば
満
卓
准
母
日
記
の
公
方
機
渡
御
煩
以
下
事

云
々
の
丈
は
栢
原
氏
の
解
さ
れ
た
如
く
我
遣
明
船
の
経
費

の
事
と
は
全
然
無
二
係
で
あ
っ
て
、
全
く
懸
軍
が
我
遣
明

船
の
蹄
着
を
迎
へ
る
爲
め
に
京
都
か
ら
態
々
兵
庫
に
赴
く

ざ
こ
ろ
の
往
復
の
族
費
を
京
都
の
土
倉
に
於
て
負
賦
す
る

こ
ご
を
慧
塗
し
た
も
の
で
あ
る
Q
文
中
洛
中
土
蓄
電
ご
あ
・

る
約
は
音
通
の
役
で
あ
っ
て
、
土
倉
役
又
倉
役
こ
も
い
っ

た
土
倉
の
管
業
税
で
あ
る
。
土
倉
は
當
時
貴
賎
を
問
は
す

あ
ら
ゆ
る
就
會
階
級
の
金
融
機
關
と
し
て
調
寳
が
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
丈
に
、
最
も
多
く
の
敗
盆
を
暴
げ
た
も
の
で

其
螢
業
者
に
は
富
豪
が
多
か
っ
た
。
牧
入
に
湿
し
た
幕
府

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
．
旧
明
貿
易
の
獲
展
に
つ
音
て
（
上
）

の
財
政
當
局
者
は
如
何
に
し
て
こ
れ
を
見
遁
さ
う
。
幕
府

は
彼
等
に
呈
し
て
多
額
の
課
税
を
な
し
て
財
源
に
充
て
た

義
満
の
時
に
四
季
に
課
し
た
も
の
が
、
軍
糧
の
時
に
は
増

し
て
｝
年
十
二
圃
こ
な
っ
た
こ
い
は
れ
る
の
は
郎
ち
此
倉

役
の
事
で
あ
る
。

　
軍
な
る
民
聞
の
金
融
機
陶
た
る
京
都
の
土
倉
に
向
っ
て

斯
る
経
餐
を
課
す
る
の
不
合
理
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
事

で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
名
は
土
倉
役
で
は
あ
る
け
れ
ご
も

｝
般
の
螢
業
税
を
以
て
目
す
べ
き
も
の
は
で
い
。
然
ら

ば
御
用
金
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か
Q
實
際
此
時

代
の
幕
府
は
臨
時
多
額
の
経
費
を
要
し
た
場
合
に
、
諸
大

名
ご
共
に
土
倉
に
向
っ
て
御
用
金
を
課
し
て
居
る
。
而
か

も
此
時
代
の
名
物
た
る
徳
政
一
揆
は
土
倉
に
秘
す
る
貸
借

契
約
を
破
棄
す
る
堅
め
に
、
群
衆
の
暴
動
に
依
っ
て
屡
多

大
の
損
害
を
土
倉
に
加
へ
、
土
倉
螢
業
の
不
振
を
験
し
た

結
果
は
断
然
幕
府
の
牧
入
減
ご
な
っ
た
か
ら
、
一
揆
蜂
瀧

の
場
合
幕
府
の
方
路
者
が
土
倉
を
保
護
し
て
彼
等
の
蒙
る

　
　
　
　
　
　
　
麓
二
號
　
　
　
　
山
ハ
三
　
　
　
（
六
一
二
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
日
明
貿
「
易
の
嚢
展
に
つ
き
て
（
上
）

べ
き
損
害
か
ら
免
れ
さ
せ
や
う
ご
努
力
し
た
の
は
、
全
く

自
家
の
財
源
擁
護
の
用
意
に
鵠
で
た
も
の
ご
見
る
べ
き
で

あ
る
。
從
っ
て
土
倉
こ
し
て
も
常
に
幕
府
の
御
用
を
務
め

て
、
其
獣
心
を
結
ん
で
遣
く
の
利
盆
を
痛
戚
し
つ
＼
あ
っ

た
。
土
倉
の
組
合
は
當
時
土
倉
｝
衆
ご
い
は
れ
、
彼
等
の

港
頭
た
る
正
實
．
定
光
、
善
住
、
国
父
の
如
き
は
幕
府
の

納
鏡
方
御
倉
郎
ち
御
倉
奉
行
こ
し
て
將
軍
の
財
政
上
股
支

の
事
務
を
取
扱
っ
て
居
た
。
（
蔭
県
警
日
録
寛
正
四
年
三
月

十
六
日
、
同
六
年
十
二
月
忌
日
條
）
其
聞
三
態
の
立
替
杯

も
必
ず
行
は
れ
だ
で
あ
ら
う
。
私
は
朝
鮮
世
運
王
の
こ
年

（
我
慮
永
二
十
七
年
）
七
月
置
日
本
か
ら
騰
っ
て
復
命
し
た

日
本
國
回
禮
使
逓
事
ヂ
鋸
盤
が
「
御
所
者
、
國
入
指
二
王

也
、
玉
無
府
庫
、
只
命
富
人
支
待
」
云
々
ε
い
っ
た
富
人
を

零
種
の
土
倉
ご
解
し
た
い
（
李
氏
實
鋒
）
。
さ
れ
ば
將
軍
の

経
主
た
る
重
留
貿
易
に
つ
い
て
、
遣
明
船
の
糧
食
や
勝
軍

の
京
都
兵
庫
問
の
往
復
の
族
費
を
支
虚
し
た
の
は
、
言
は

ば
將
軍
の
貿
易
の
資
本
を
負
携
し
た
も
の
で
あ
る
。
面
か

　
　
　
　
　
　
　
第
隔
號
　
　
　
六
四
　
　
（
六
四
）

も
土
倉
の
如
き
螢
利
を
目
的
こ
す
る
も
の
が
屡
次
無
償
で

斯
る
ハ
簑
権
…
に
堪
ヘ
ハ
得
た
ら
う
ご
は
信
せ
ら
れ
澱
。
、
殊
に
彼

等
土
倉
ご
兵
庫
こ
の
間
に
密
接
の
關
係
が
成
立
っ
て
居
っ

た
に
於
て
を
や
Q

　
抑
兵
庫
荘
は
何
時
の
頃
か
ら
か
幕
府
の
薩
轄
地
た
る
御

料
地
ε
な
っ
て
居
た
。
（
基
栴
…
無
記
巌
壁
始
憾
｝
兀
年
四
日
μ
二
十
山
ハ

日
條
康
富
記
同
年
四
月
二
十
九
日
越
）
御
料
所
の
租
税
の

陣
雲
は
御
倉
奉
行
ε
し
て
の
土
倉
の
管
掌
に
館
し
た
事
言

ふ
迄
も
な
い
○
而
し
て
永
享
五
年
五
月
二
十
入
日
、
幕
府
は

兵
庫
關
の
領
主
元
る
東
大
寺
に
向
っ
て
兵
庫
島
の
修
築
を

怠
る
を
責
め
て
、
幕
府
の
兵
庫
關
升
米
及
び
磁
石
税
寄
附

の
欝
的
の
一
た
る
顯
密
の
御
願
は
寺
家
に
保
留
さ
せ
る
が

島
の
修
築
事
業
は
正
實
ご
定
光
ご
に
命
じ
た
か
ら
、
速
に

声
域
を
既
爾
人
に
引
渡
せ
ビ
命
じ
て
居
る
。
（
東
大
寺
文

書
）
爾
入
は
言
ふ
泡
も
な
く
京
都
の
土
倉
即
ち
町
方
の
領

導
で
あ
っ
て
、
幕
府
の
御
倉
な
る
も
の
で
あ
る
。
幕
府
は

此
爾
入
を
東
大
寺
の
管
領
し
て
居
た
兵
庫
南
北
爾
關
の
中



北
關
の
代
官
職
こ
し
て
兵
庫
島
の
修
築
事
業
を
罐
當
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
．
義
数
の
並
立
外
交
の
復
穫
後
第
一
回

の
遣
明
使
船
及
び
明
の
答
華
墨
船
が
正
に
近
く
來
舶
す
べ

く
期
待
さ
れ
た
時
に
當
っ
て
必
要
な
る
兵
庫
島
の
修
築
を

東
大
寺
に
任
せ
て
置
ゼ
て
は
、
工
事
の
逡
捗
が
望
ま
れ
な

い
か
ら
、
幕
府
の
財
政
事
務
に
嚴
瀕
し
て
居
っ
た
爾
人
に

命
じ
て
其
事
業
に
當
ら
せ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
京
都
の
土
倉
ご
兵
庫
及
び
遣
明
船
こ
の
間
に
此
く
の
如

き
密
接
の
關
係
が
成
立
し
て
居
っ
た
こ
ε
を
患
う
ご
、
満

期
准
后
日
詑
に
遣
明
船
の
糧
食
及
び
將
軍
の
京
都
兵
庫
間

往
復
の
族
費
を
支
辮
す
る
こ
と
を
京
都
の
土
倉
が
引
受
け

た
の
は
決
し
て
偶
然
の
出
家
事
で
な
か
っ
た
事
に
思
ひ
當

る
で
あ
ら
う
。
同
書
に
は
猶
ほ
其
下
文
に
但
諸
土
倉
の
者

共
が
其
代
官
を
兵
庫
に
置
か
な
い
ご
只
今
沙
汰
の
議
定
め

て
將
凍
心
元
な
く
怖
畏
相
残
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
最
も
不

便
に
飽
食
す
が
如
何
し
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
の
義
激
の
彼

等
に
甥
す
る
同
情
か
ら
諮
詞
の
あ
っ
た
事
を
載
せ
て
居
る

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
硬
　
究
　
　
窺
明
貿
易
の
獲
展
に
つ
き
て
（
上
）

今
其
文
意
を
翫
味
す
る
ε
、
京
都
の
土
倉
が
虚
構
の
命
倉
に

依
っ
て
遣
明
船
の
明
に
渡
航
す
る
迄
の
糧
食
ざ
將
軍
の
兵

庫
往
復
の
族
．
費
ご
を
支
凝
し
た
の
は
、
　
一
種
類
貸
借
園
係

で
あ
っ
て
、
遣
譜
面
が
鶴
豊
後
貿
易
の
利
盆
に
依
っ
て
決

濟
さ
る
べ
き
筈
で
あ
っ
た
こ
患
は
れ
る
。
こ
れ
を
後
に
寳

徳
三
年
に
墓
府
が
出
し
た
遣
明
船
の
場
合
に
つ
い
て
考
へ

る
に
當
時
は
所
謂
公
方
船
な
る
も
の
は
「
艘
も
な
く
、
天

龍
寺
か
ら
…
號
ε
三
飯
ピ
九
號
こ
の
三
艘
を
出
し
た
の
で

あ
る
が
、
日
本
國
王
の
名
に
於
て
明
帝
に
賂
ら
る
べ
き
進

物
は
寺
家
が
悉
く
こ
れ
を
支
濡
し
、
露
朝
後
萌
か
ら
の
返

物
は
皆
公
物
こ
し
て
將
軍
の
鍬
入
ε
す
る
け
れ
こ
も
、
其

他
の
も
の
は
悉
く
寺
物
と
す
る
こ
の
約
束
で
あ
っ
た
。
（
旧

事
軒
日
録
交
明
十
九
年
五
月
十
八
日
條
）
寺
家
で
す
ら
さ

う
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
人
た
る
土
倉
の
出
資
は
、
猫
更
酬
い

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
ε
見
る
が
至
當
で
あ
ら
う
。
然
る

に
若
し
も
土
倉
が
辮
償
を
求
め
ん
ご
し
て
居
る
遣
明
船
の

真
盛
に
際
し
て
兵
庫
に
彼
等
の
利
盤
を
代
表
す
る
代
官
を

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
一
號
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
　
（
六
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
　
　
厩
明
貿
易
の
獲
展
に
つ
毫
て
（
上
）

置
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
其
貨
物
の
保
全
上
彼
等
が
不
安
を

威
じ
疑
惑
を
残
す
は
寧
ろ
當
然
で
あ
っ
た
か
ら
將
軍
は
そ

れ
を
不
悪
に
思
つ
で
適
宜
の
施
置
を
講
ず
る
や
う
管
領
に

諮
棄
し
た
も
の
こ
解
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
此
問

題
は
其
後
如
何
に
解
決
さ
れ
た
か
、
明
確
な
る
記
録
を
敏

い
で
居
る
か
、
聖
君
兵
庫
に
蒋
軍
直
轄
の
倉
庫
の
あ
っ
た

事
は
事
書
で
あ
っ
て
、
永
享
四
年
の
我
遣
腰
使
滋
淵
の
不

正
行
爲
か
ら
其
船
蔵
は
一
旦
兵
庫
の
藏
に
没
股
し
た
上
梁

軍
が
追
て
何
庭
か
に
寄
附
し
や
う
こ
い
つ
て
居
た
事
が
満

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ
　
　
　
（
山
ハ
山
ハ
）

濟
准
后
日
記
（
永
享
六
年
六
月
立
雛
條
）
に
見
え
て
居
る
。

此
倉
庫
は
我
遣
明
船
の
齎
ら
し
蹄
つ
た
貨
物
を
陸
揚
し
て

｝
旦
こ
、
に
置
い
た
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
見
え
る
。
故
に

若
し
京
都
土
倉
の
代
表
者
を
兵
庫
に
概
ぐ
事
こ
な
つ
淀
ご

し
た
な
ら
ば
、
此
倉
庫
は
當
然
其
瞥
趣
に
恐
し
た
－
の
こ

見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
所
馴
轡
公
・
方
船

の
設
備
は
幕
府
の
財
政
上
特
殊
の
地
位
を
占
め
た
京
都
の

土
倉
な
る
豪
商
の
出
資
に
待
つ
事
が
多
か
っ
た
ら
う
ご
思

は
れ
る
。
（
本
項
未
完
）


